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The design approach to the spatial reorganization in the 
process of urban transformation has been discussed as the 
Japan-Germany joint research theme, and the urban fringe 
is focused as the research field. The controversial issue 
caused by the intervention of economic activities to the 
natural infrastructure is often observed in the urban fringe. 
The dynamic design process based on the historic and 
cultural value of the place within the regional framework to 
manage urban spatial transformation is examined by the 
following approaches; 1) international workshop at the 
Oiwa, fringe area of Kyoto, 2) field work of the planning 
professionals, and 3) examination of design control system 
in Kyoto for the green conservation. 
Value system grounded on local environmental features 
and history of the human activities is discussed, and it is 
agreed that the design approach to manage the urban 
spatial transformation with concepts of cultural landscape, 
city region as an environmental unit and significance of the 





































TA3、学生 7 名）、京都大学大学院（教員 1、TA2、学生
2 名）、神戸芸術工科大学（教員 1、学生 1 名）による国

















           図 1．ワークショップテーマと対象地 
いる。このため生業と居住の実態を改善しつつ、地区の関
係者を包摂するしくみと漸進的環境再生が課題と考えた。 
 2 つのグループでワークショップを行い、グループ 1 は
「Dynamic Landscape（ダイナミック・ランドスケープ）」、




























神 戸 芸 術 工 科 大 学 紀 要「 芸 術 工 学 2 0 1 8 」（ 共 同 研 究 ） 
 
2）From wasteland to landscape 
 環境再生とエコロジカルな価値を高めていくことによ
り、豊かな風景をめざす柔軟な変容プロセスを組み立て、

































             図 3．未来の風景をつくる 
が必要となる。広域と地区をつなぎ時間と空間を総合化す
る「ランドスケープ」からの計画の手法開発が必要である。 
 
4．京都の山麓土地利用管理 
 京都の風景は、「自然景観と文化景観との渾然たる統合
から成るもの」であり、都市のフリンジに位置し盆地景に
おける緑の自然美を創出する東山は、京都の風光を形成す
る山麓として旧都市計画法（1919）で風致地区指定され、
森林施業と一体で保全と育林が進められた。東山国有林風
致計画（1936）、京都市三山森林景観保全・再生ガイド
ライン（2011）等、山の管理と風景保全は一体であった。 
  大岩地区でのワークショップから得られた知見と合わ
せると、京都の山麓土地利用管理はランドスケープ計画で
ある。しかし日本の制度では、京都の山麓の土地利用管理
においては、都市計画（地域地区）、歴史的風土保存計画、
景観計画、自然風景保全条例と、林業施業に関わる計画な
どを相互に複雑に組み合わせる必要がある。都市として、
地区として何を目標としているのか、何を改善あるいは保
全することを積み重ねることが持続的な環境再生になる
のかを総合化する計画制度が求められる。 
 多様な地区ごとの特性や課題に対応しつつ、京都（広域）
の山麓環境を保全することが、個別制度の取り組みに委ね
られ、環境の総合性が見えにくい。 
 
5．まとめ 
 本研究では、京都の都市フリンジを事例として、土地利
用が既存制度に合わない動きをするときにどのようなア
プローチがあるのかをワークショップで試行し、現在の計
画制度の限界を制度運用から確認した。現在の空き地空き
家による地域課題や土地利用の混乱には、物的環境の開発
に対する社会経済的しくみとあわせた土地利用管理の計
画が必要である。京都の事例でもわかるように、改善型の
取り組みでは、時間と空間を表現するランドスケープを環
境再生や保全の指標とすることができると考えられる。 
<注> 
1）小浦久子他、「オープンスペース類型からの都市空間
再編の計画デザイン論」、神戸芸術工科大学紀要『芸術工
学 2017』、2017 
